



































































































諸注釈ではわずかに触れられ だけであった。しかし、著者 笠森観音縁起の紹介から書きおこし、土地にまつわる古代説話伝承の用例を丹念に拾いあげ、 『更級日記』の書名とも深く関わる姥捨山伝承との関連までも視野に入れて論じる。ま 、「
2」・「
3」では、 「木ぞ三つ立てる」や孝標女が
作ったとされる「薬師仏」などの「木」に着眼し、古来、土地の人々が畏敬の念を抱いてきた霊木信仰やそれに付随する屋敷神等を多くの資料を提示
